




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
ループL1で5から1までの整数が順にスタックに積まれ、続くループL2でこれらが順次加算
される。最終的に1から5までの総和である15がスタック最上部に残る。

●問題Ⅲ-2
正解は①
(ア)は三項演算子の連結、(イ)は15で割った余りを添字とする配列参照、(ウ)は標準的な
if-else分岐であり、いずれも題意通りのFizzBuzz判定を正しく出力する。

●問題Ⅲ-3
正解は③
2の補数表現において、算術左シフトを1ビット行うことは値を2倍にすることに相当し、
符号ビットの破壊（オーバーフロー）が生じない限り正しく2倍の値となる。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
非終端記号<A>は1個以上のaの列aa*を生成し、<B>はbまたはcの1個以上の並び
(b|c)(b|c)*を生成する。したがって文全体はaa*(b|c)(b|c)*と表される。

●問題Ⅲ-5
正解は②
マージソートは分割統治法に基づくソートアルゴリズムであり、入力データの初期並び順
に左右されず最良・平均・最悪のいずれの場合でも計算量は常にO(n log n)となる。

●問題Ⅲ-6
正解は④
3頂点と3辺からなる単純閉路グラフは三角形の閉路を形成し、すべての頂点に接続する辺
の数は2本となるため、いずれの頂点においても次数は2となる。

●問題Ⅲ-7
正解は④
スーパーパイプラインは、パイプラインの各処理ステージをさらに細分化して段数を増や
すことで、1クロック当たりの処理時間を短縮し動作周波数を高めて高速化する技術であ
る。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
CPUが入出力完了をループで監視し続けるビジーウェイトの無駄を防ぐため割込みを用い
る。完了通知を受けると割込みベクタを参照して割込みハンドラへ処理を移す。

●問題Ⅲ-9
正解は①
確率の低いシンボルから順に結合してハフマン木を構成する。Tは1ビット、Sは2ビット、
Rは3ビット、PとQは4ビットとなり、選択肢1の符号割り当てが得られる。

●問題Ⅲ-10
正解は②
スラッシングは物理メモリの不足によりページフォールトが頻発する現象である。同時実
行プロセス数を減らして多重度を下げることで、各プロセスに必要な主記憶が確保され
る。

●問題Ⅲ-11
正解は②
各項の共通積をブール代数の公式やカルノー図により整理すると、A・CおよびC_bar・Dの
2項にまとめられるため、等価な論理式はA・C + C_bar・Dとなる。



●問題Ⅲ-12
正解は④
変更前の平均アクセス時間は0.9×10＋0.1×150＝24nsである。主記憶が180nsになると、
0.9×Tc＋0.1×180＝24よりTc＝6.67nsとなり、1.5倍速いキャッシュが必要となる。

●問題Ⅲ-13
正解は④
データ量は毎秒44,100×2バイト×2ch＝176,400バイトである。5分間（300秒）では
52,920,000バイトとなり、2進換算で約50.47Mバイトとなる。

●問題Ⅲ-14
正解は④
同一プロセス内の複数のスレッドは仮想アドレス空間を共有するが、独立した実行単位で
あるため、マルチコア環境において異なるコア上で同時に並列実行することが可能であ
る。

●問題Ⅲ-15
正解は③
シーケンス図よりmethodXはClassB、methodYはClassC、methodZはClassAのメソッドであ
る。コードの呼び出し関係を照合すると、(a)はClassB、(b)はClassA、(c)はClassCとな
る。

●問題Ⅲ-16
正解は②
「画像」クラスから「画像形式」クラスへの関連には白抜きの菱形記号が付与されてお
り、これはUMLにおいて全体と部分の関係を表す「集約」関係を示している。

●問題Ⅲ-17
正解は③
ホワイトボックステストはプログラムの内部構造や制御フローに着目して行う手法であ
り、制御フローグラフの分岐や経路を網羅する制御パステストが該当する。

●問題Ⅲ-18
正解は③
ユースケース図において、システムの対象範囲の内外を明確に区別するために四角形の枠
でシステム境界を記述し、その内側にユースケース、外側にアクターを配置する。

●問題Ⅲ-19
正解は⑤
JIS X 25010において「使用性」は、明示された利用状況において有効性、効率性及び満
足性をもって特定の目標を達成するために利用できる度合いと定義されている。

●問題Ⅲ-20
正解は④
IFPUG法において内部モジュールは機能要素に含まれないため除外する。外部照会4点、外
部出力10点、外部入力12点、EIF7点、ILF20点を合算すると53となる。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
フィッツの法則は、GUI等のポインティング操作において、ポインタがターゲットに到達
するまでの移動時間がターゲットまでの距離とターゲットの幅（大きさ）に依存すること
を示す。

●問題Ⅲ-22
正解は④
第3正規形では、第2正規形の条件を満たした上で、主キー以外のすべての非キー属性が主
キーに対して推移的関数従属していない（非キー属性への関数従属がない）ことが要求さ



れる。

●問題Ⅲ-23
正解は②
ウォーターフォールモデルは各工程の成果物を確実に検証・承認した上で次の工程へと順
次進める直線的な手法であり、全体像を把握しやすく大規模開発に適している。

●問題Ⅲ-24
正解は②
ITIL v3におけるサービスライフサイクルは、サービスストラテジ、サービスデザイン、
サービストランジション、サービスオペレーション、継続的サービス改善の5段階で定義
される。

●問題Ⅲ-25
正解は②
プロジェクトチームの結成、育成、マネジメントなどの人的管理活動は「プロジェクト・
人的資源マネジメント」に属するプロセスであり、コミュニケーションマネジメントでは
ない。

●問題Ⅲ-26
正解は③
当初順調で途中遅延しリカバリー増員で費用超過した状況では、最終的に実績コストACが
計画値PVおよび出来高EVを上回る推移を示すため、グラフ3が適切である。

●問題Ⅲ-27
正解は②
3層アーキテクチャにおいて、アプリケーション層はデータ層から取得したデータを業務
ロジックに従って加工・計算し、その結果を表示用としてプレゼンテーション層へ返信す
る。

●問題Ⅲ-28
正解は④
スマートグリッドは、情報通信技術（ICT）を電力網に統合し、発電量や電力消費量をリ
アルタイムでモニタリング・制御することで、再生可能エネルギー等の導入と需給最適化
を図る。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
RFC 6335において、OSがクライアント側の一時的な通信用に動的に割り当てるダイナミッ
クポート（プライベートポート）の範囲は49152〜65535と規定されている。

●問題Ⅲ-30
正解は①
QAM（直交振幅変調）は、互いに直交する2つの正弦波搬送波を用いて、振幅と位相の両方
を同時に変化させることで多値情報を高密度に伝送する変調方式である。

●問題Ⅲ-31
正解は③
認証の3要素は知識（記憶）、所持、生体情報である。暗証番号（知識・記憶）とICカー
ド（所持）の組み合わせは異なる2つの要素を用いており、2要素認証に該当する。

●問題Ⅲ-32
正解は④
プレフィックス長/18のサブネットのアドレス範囲は192.168.64.0から192.168.127.255ま
でである。この範囲内に含まれるホストアドレスは192.168.118.0となる。

●問題Ⅲ-33
正解は③



TCPの理論スループット上限はウィンドウサイズを往復遅延時間（RTT）で除して求められ
る。50kバイト／0.0005秒＝100Mバイト／秒となる。

●問題Ⅲ-34
正解は④
定員制で参加者が入れ替わる環境では、受講生のみに事前共有鍵を周知し、講習会ごとに
事前共有鍵を変更することで、過去の参加者や部外者による無断接続を防止できる。

●問題Ⅲ-35
正解は②
インターネットに公開するWebサーバをDMZに配置し、機密データを保持するDBサーバを直
接通信が遮断された内部ネットワークに配置して多層防御を構築する。


